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【戸田が川本さんを市長に推す理由と園部市長の遺志について】（６月議会戸田発言抜粋） 
    
 門真市が反ヘイト人権施策において、全国最高レベルにある事は、公営住宅建替えへの全国最高

レベルの姿勢と同様に、私が提起した事ではありますが、園部市長がそれを受け入れて政策化する

度量と見識を持つ人であったからこそ、実行されてきたものであります。 

 思えば、私が園部市長と最後に面談した５月１８日に提起したのは、「ヘイトスピーチ解消法」

成立可能性が高まった状況を踏まえて、６月議会で質問するので、先進的な条例制定の方向性も示

して欲しい、という事であり、また、 
 「次期市長には反ヘイトで情熱を持って庁内で奮闘してきた川本前副市長が、私としては一番望 

ましいと思うが、どうか」、という事も市長に尋ねました。 

 園部市長は反ヘイト施策の前進に理解を示すとともに、市長選に関しては、 

  「私も川本さんにぜひ私の後継者として、次の市長になって欲しいと思っている」、 

  「私としては勝手連の形で川本さんを応援していくつもりだ」、 

と明言されました。 
     
 それが、私が園部市長と最後に面談した時の、重要点であります。 
 やせて、声はかすれているものの、目には力強い輝きがあり、まさかその後わずか２０日後に亡

くなられるとは、夢にも思いませんでした。 
 その川本さんが園部市政の後継者として市長選に出馬する事を表明されたと、本日朝刊で知り、

反ヘイト先進施策を進める私としては非常に嬉しい限りであります。 
  
 片や、これまで一度たりともヘイトスピーチに反対する言動をした事がないどころか、門真市出

身の凶悪なヘイト犯罪者の荒巻靖彦と仲良し関係にあった事が、荒巻自身がアップした動画証拠で

示されている、維新の宮本一孝氏が園部市長の死亡早々に、市長選出馬を表明しておりますが、 

 こんな人物が門真市長になるなどは、絶対にあってはならない事であります。 
    
 維新に決して尻尾を振らず、門真市の存続発展路線と先進的人権施策を進めてきた園部市長の遺

志を継承し、「反維新共同」の力で川本新市長を誕生させる決意を表明して、私の指摘意見を終了

します。 
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